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数
は
１
２
６
６
人
で
あ
る
。
訪
問
時
の
相
談

内
容
は
、
衣
服
の
調
節
、
授
乳
の
方
法
、
ア

レ
ル
ギ
ー
等
の
保
健
に
関
す
る
こ
と
や
兄
弟

姉
妹
と
の
関
わ
り
方
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

訪
問
実
数
を
増
や
す
た
め
に
、
広
報
誌
や
は

が
き
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

の
取
り
組
み
と
し
て
、
７
〜
８
か
月
ぐ
ら
い

の
子
ど
も
を
対
象
に
、
交
流
会
的
な
も
の
を

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ば
ら
き
環
境
フ
ェ
ア
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
予
算
を
増
額
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
事
業
効
果
が
見
込
ま
れ
た
の
か
。
ま

た
、
今
回
の
開
催
に
当
た
り
、
工
夫
さ
れ
た

点
と
結
果
に
つ
い
て
検
証
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。
さ
ら
に
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
と
な
る

よ
う
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

予
算
の
増
額
に
よ
り
、
子
ど
も
向
け

バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ー
や
大
人
向
け
の
環
境
落

語
を
行
い
、
集
客
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。
工
夫
し
た
点
は
、
予
定
価
格
以
内
の

見
積
も
り
を
し
た
業
者
か
ら
の
企
画
提
案
を

受
け
、
金
額
で
は
な
く
、
内
容
を
審
査
し
、

業
者
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
盛
り
込
み
、
何
が
よ
か
っ

た
の
か
な
ど
、
好
評
な
も
の
を
把
握
し
、
今

後
も
、
市
民
の
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
高
め

る
た
め
、
引
き
続
き
開
催
し
て
い
き
た
い
。

問

環
境
フ
ェ
ア
を

環
境
フ
ェ
ア
を

効
果
的
な
事
業
に

効
果
的
な
事
業
に

答

東
芝
、フ
ジ
テ
ッ
ク
、サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
の
撤
退
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
が
３
億
円

減
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
固
定
資
産
税
全
体

で
見
る
と
、
平
成
19
年
度
と
20
年
度
の
比
較

で
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
法
人
市

民
税
の
平
成
19
年
度
と
20
年
度
の
比
較
で

は
７
億
８
０
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
は
何
か
。
ま
た
、
大
企
業
の

撤
退
が
ど
れ
だ
け
影
響
し
て
い
る
の
か
。

固
定
資
産
税
の
平
成
19
年
度
と
20
年

度
の
比
較
で
は
、
２
億
７
８
２
０
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
法
人
市
民
税
の
減

の
要
因
は
、
全
国
的
な
景
気
悪
化
に
伴
う
企

業
収
益
の
減
で
あ
る
。
企
業
移
転
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
で
収
益
増
の
企
業

が
あ
り
、
平
成
19
年
度
と
の
比
較
で
は
600
万

円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
影
響
は
な
い
。

問

固
定
資
産
税
、
法
人

固
定
資
産
税
、
法
人

市
民
税
の
歳
入
は

市
民
税
の
歳
入
は

答

本
市
で
は
、
徴
収
事
務
担
当
課
連
絡

会
議
を
開
催
し
て
い
る
が
、
平
成
20
年
度
の

問

収
納
率
の
現
状
と

収
納
率
の
現
状
と

口
座
振
替
の
導
入
を

口
座
振
替
の
導
入
を
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平
成
20
年
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
に
つ
い
て
、

訪
問
実
績
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
相
談

は
ど
の
よ
う
な
内
容
が
多
い
の
か
。
さ
ら
に
、

訪
問
実
数
を
増
や
す
た
め
の
工
夫
や
今
後
の

取
り
組
み
、
展
開
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
の

訪
問
実
績
は
、
対
象
者
１
６
７
３
人
で
訪
問

問

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
の

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
の

実
績
と
展
開
は

実
績
と
展
開
は

答
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市
議
会

だ
よ
り

開
催
状
況
と
検
討
内
容
、
ま
た
、
各
課
の
収

納
率
や
口
座
振
替
加
入
率
の
前
年
比
較
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
留

守
家
庭
児
童
会
の
会
費
は
、
現
在
、
金
融
機

関
や
青
少
年
課
の
窓
口
で
の
納
入
と
な
っ
て

お
り
、
仕
事
を
持
つ
保
護
者
に
と
っ
て
は
不

便
な
状
況
に
あ
る
が
、
口
座
振
替
導
入
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

平
成
20
年
度
の
徴
収
事
務
担
当
課
連

絡
会
議
は
５
回
開
催
し
、
会
議
の
中
で
、
債

権
や
預
貯
金
の
差
し
押
さ
え
等
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。
収
納
率
の
前
年
比
較
で
は
、

市
税
で
０･

10
％
増
、保
育
料
で
０･

71
％
減
、

市
営
住
宅
使
用
料
で
２･

02
％
増
、
幼
稚
園

保
育
料
で
０･

27
％
増
、
留
守
家
庭
児
童
会

会
費
で
０･

01
％
増
で
あ
る
。
ま
た
、
口
座

振
替
加
入
率
で
は
、
市
税
で
０･

36
％
増
、

保
育
料
で
11
％
増
で
あ
る
。
な
お
、
留
守
家

庭
児
童
会
会
費
の
口
座
振
替
の
必
要
性
は
認

識
し
て
お
り
、
早
期
に
実
現
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

ド
付
き
の
ト
イ
レ
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
、

把
握
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
情
報
が
必

要
な
方
の
た
め
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
と
か
、
障
害
福
祉
課
の
窓
口
に
設

置
状
況
の
一
覧
表
を
置
く
な
ど
の
対
応
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
や
簡
易
ベ
ッ
ド

付
き
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
そ
の
両
方
が
設
置

さ
れ
て
い
る
施
設
は
、
市
庁
舎
・
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
き
ら
め
き
・
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

ハ
ー
ト
フ
ル
の
３
施
設
で
あ
る
。
ま
た
、
簡

易
ベ
ッ
ド
の
み
を
設
置
し
て
い
る
施
設
は
９

施
設
、
民
間
に
お
い
て
は
、
両
方
あ
る
施
設

が
３
施
設
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の

み
を
設
置
し
て
い
る
施
設
が
１
施
設
あ
る
と

確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、

窓
口
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て

い
き
た
い
。

納
付
書
で
、
銀
行
の
営
業
時
間
内
に
窓
口
で

支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
保
護
者
か
ら

は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払
い
や
銀
行
引
き
落

と
し
等
に
改
善
す
る
よ
う
要
望
も
出
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

幼
稚
園
の
保
育
料
の
振
込
方
法
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
納
付
書
を
幼
稚
園
か
ら

保
護
者
へ
渡
し
、
金
融
機
関
で
支
払
う
と
い

う
形
で
、
保
護
者
の
協
力
に
よ
り
収
納
率
は

99･

17
％
と
な
っ
て
い
る
。
利
便
性
の
向
上

の
観
点
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
振
込
や
口
座
振
替

等
の
要
望
は
承
知
し
て
い
る
が
、
引
き
落
と

し
の
際
の
手
数
料
負
担
な
ど
の
問
題
が
あ
る

の
で
、
今
後
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

幼
稚
園
の
保
育
料
の
収
納
率
は
100
％

に
近
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
支
払
方
法
は
、

生
涯
学
習
の
進
め
方
と
し
て
、
講
座

数
や
受
講
者
数
だ
け
で
判
断
す
る
も
の
で
は

な
く
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
め
ざ
す
の
か
と

い
っ
た
方
向
性
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
企

画
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
講
座
の
開
催
に

当
た
っ
て
の
、
各
世
代
に
応
じ
た
学
習
の
配

分
や
注
意
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

講
座
を
新
た
に
開
設
す
る
と
き
や
充

実
を
図
る
場
合
に
は
、
市
民
・
受
講
生
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の
結
果
や
生
涯
学

習
推
進
委
員
会
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
計

画
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
募
集
を
し
て

も
、
受
講
希
望
者
が
定
員
の
３
割
に
満
た
な

い
場
合
に
は
不
開
講
と
し
、
受
講
希
望
の
多

い
講
座
に
つ
い
て
は
、
講
座
数
を
増
や
す
な

ど
、
効
率
性
と
市
民
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
運

用
に
努
め
て
い
る
。

問

生
涯
学
習
講
座
を

生
涯
学
習
講
座
を

企
画
す
る
際
の
注
意
点
は

企
画
す
る
際
の
注
意
点
は

答

公
共
施
設
に
お
け
る
障
害
者
用
ト
イ

レ
や
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
注
）
対
応
、簡
易
ベ
ッ

問
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
等
の
情
報
提
供
を

ト
イ
レ
等
の
情
報
提
供
を

答

大
規
模
災
害
時
に
、
給
油
所
等
に
被

害
が
及
ん
だ
場
合
、
緊
急
車
両
等
に
燃
料
供

給
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

事
態
に
備
え
る
た
め
、
市
独
自
の
給
油
所
を

所
有
し
、
燃
料
の
安
定
供
給
に
備
え
る
体
制
、

備
蓄
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。
ま
た
、

防
災
公
園
設
置
計
画
で
、
燃
料
供
給
基
地
と

し
て
の
機
能
を
想
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
か
。
さ
ら
に
、
緊
急
事
態
を
回
避
す
る
方

法
は
あ
る
の
か
。

市
独
自
の
給
油
所
の
所
有
は
、
経
費

等
を
考
慮
す
る
と
、
民
間
給
油
所
を
利
用
す

る
方
が
効
率
的
と
考
え
る
。
燃
料
の
備
蓄
計

画
等
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
給
油
所
へ

の
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
勘
案
し
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
防
災

問

災
害
時
の
燃
料
確
保
を

災
害
時
の
燃
料
確
保
を

答

問

保
育
料
支
払
い
方
法
の
改
善
を

保
育
料
支
払
い
方
法
の
改
善
を

答

答

公
園
設
置
計
画
に
、
燃
料
供
給
基
地
と
し
て

の
機
能
を
設
け
る
こ
と
は
、
大
勢
の
市
民
が

避
難
す
る
場
所
で
あ
る
た
め
、
想
定
し
て
い

な
い
。
緊
急
事
態
の
回
避
方
法
と
し
て
、
市

内
に
自
家
発
電
機
、
手
動
ポ
ン
プ
を
備
え
た

防
災
対
応
型
給
油
所
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

と
こ
ろ
と
防
災
協
定
を
結
ぶ
こ
と
も
一
つ
の

方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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一般会計決算認定

● 討 論● 討 論

　９月 25日の本会議において賛成者多数で認定した「平成 20年度一般会計決算」に対する討
論の要旨は、本欄のとおりです。

賛　成 刷新市民フォーラム 反　対 日 本 共 産 党

●平成 20 年度各会計別歳入歳出決算額●平成 20 年度各会計別歳入歳出決算額

　9月 25 日の本会議で認定された各会計別歳入歳出額は、次のとおりです。

　

賛
成
す
る
理
由
は
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
財
政
の
健
全
性
確

保
を
念
頭
に
、
将
来
の
財
政
負
担
を
考
慮
し
、
人
件
費
等
の
経
常
経
費

や
市
債
発
行
の
抑
制
な
ど
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
、
最
少
の
経
費
で

質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
姿
勢
と
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
事

業
執
行
に
努
め
た
こ
と
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
行
政
評
価
に
基
づ
く
事
務
事
業
の
見
直

し
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
み
、
政
策
の
推
進
を
図
る
た

め
、
組
織
機
構
の
整
備
を
行
っ
た
こ
と
。

　

市
民
生
活
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
指
定
避
難
所
の
耐
震
化
の
推
進

や
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
重
点

的
な
財
源
配
分
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

子
ど
も
政
策
や
教
育
政
策
に
つ
い
て
は
、
乳
児
の
い
る
家
庭
と
地
域

社
会
を
つ
な
ぎ
、
乳
児
家
庭
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
の
事
業
や
、
児
童
・

生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
時
代
の
流
れ

に
的
確
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　

反
対
す
る
第
１
の
理
由
は
、
財
政
運
営
に
お
い
て
、
財
政
状
況
が
厳

し
い
と
言
い
な
が
ら
も
、
実
質
収
支
は
前
年
度
を
上
回
り
、
今
年
度
も

黒
字
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
財
源
が
市
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
分
野
に
十
分
に
配
分
さ
れ
ず
、
市
民
に
負
担
を
押
し
付
け
て
い
る

こ
と
。

　

第
２
の
理
由
は
、
行
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
彩
都
開
発

や
安
威
川
ダ
ム
関
連
公
共
事
業
を
見
直
し
も
せ
ず
、
漫
然
と
進
め
ら
れ

た
こ
と
。

　

第
３
の
理
由
は
、
同
和
行
政
は
名
実
と
も
に
終
結
す
べ
き
で
あ
り
、

市
民
の
目
線
で
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
の
に
、
依
然
と
し
て
部

落
解
放
同
盟
の
優
遇
に
固
執
し
て
い
る
た
め
。

　

第
４
の
理
由
は
、
行
政
改
革
の
名
の
も
と
に
強
行
さ
れ
た
公
立
保
育

所
民
営
化
、
学
校
給
食
の
調
理
業
務
民
間
委
託
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の

指
定
管
理
者
制
度
導
入
な
ど
、
市
民
犠
牲
、
市
民
不
在
と
い
う
こ
と
が

一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

歳入決算額 歳出決算額
歳入ー歳出

差引

一 般 会 計 741億  428 万 2,882 円 729 億 2,559 万 1,957 円 11億 7,869 万  925 円
　
　
　

特　

別　

会　

計 　

財 産 区 特 別 会 計 60億  661 万 9,971 円 1億    95 万 8,088 円 59億  566 万 1,883 円

国民健康保険事業会計 242億 6,567 万 3,493 円 241 億 3,729 万 4,715 円 1億 2,837 万 8,778 円

老人保健医療事業会計 17億 9,998 万 6,692 円 17億 9,495 万 1,597 円 503 万 5,095 円

後期高齢者医療事業会計 21億 6,862 万 2,246 円 21億 1,253 万 7,891 円 5,608 万 4,355 円

介 護 保 険 事 業 会 計 107億  435 万  902 円 103 億 5,024 万 2,896 円 3億 5,410 万 8,006 円

公 共 下 水 道 事 業 会 計 92億 1,849 万 8,617 円 92億  558 万 4,324 円 1,291 万 4,293 円

合 計 1,282 億 6,803 万 4,803 円 1,206 億 2,716 万 1,468 円 76億 4,087 万 3,335 円

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 63億 2,806 万 9,141 円 58億 8,793 万 9,305 円 4億 4,012 万 9,836 円
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９
月
定
例
会
提
出
案
件
の
結
果

９
月
定
例
会
提
出
案
件
の
結
果

◆
人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松 

本　

典 

子　

氏

◆
人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷 

川　

美 

行　

氏

◆
人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　

 

朝 

子　

氏

◆
茨
木
市
教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠 

永　

安 

秀　

氏

◆
茨
木
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇 
多　

啓 

子　

氏

◆
茨
木
市
議
員
報
酬
及
び
非
常
勤
職
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
茨
木
市
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

◆
茨
木
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

◆
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

◆
財
産
（
建
物
等
）
の
譲
与
に
つ
い
て
（
庄
保
育
所
、
東
保
育
所
）

◆
平
成
21
年
度
大
阪
府
茨
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

◆
平
成
21
年
度
大
阪
府
茨
木
市
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◆
平
成
21
年
度
大
阪
府
茨
木
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◆
平
成
21
年
度
大
阪
府
茨
木
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
平
成
20
年
度
大
阪
府
茨
木
市
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
大
阪
府
茨
木
市
財
産
区
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
大
阪
府
茨
木
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
大
阪
府
茨
木
市
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
大
阪
府
茨
木
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
大
阪
府
茨
木
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
大
阪
府
茨
木
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
20
年
度
大
阪
府
茨
木
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

答　
　

申

（
適　

任
）

答　
　

申

（
適　

任
）

答　
　

申

（
適　

任
）

同　
　

意

同　
　

意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

認　
　

定

認　
　

定

認　
　

定

認　
　

定

認　
　

定

認　
　

定

認　
　

定

認　
　

定

平
成
平
成
2121
年
度
補
正
予
算
を
可
決

年
度
補
正
予
算
を
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）　

９
億
４
７
１
５
万
５
千
円
の
追
加

◆
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

１
６
２
０
万
円
の
追
加

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）　

１
４
６
０
万
円
の
追
加

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）　

２
億
４
５
７
８
万
４
千
円
の
追
加

可
決
さ
れ
た
意
見
書

可
決
さ
れ
た
意
見
書

◆
大
胆
で
き
め
細
か
な
雇
用
対
策
を
求
め
る
意
見
書

◆
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
策
定
と
新
分
権
一
括
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書

◆
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行
等
を
求
め
る
意
見
書

◆
公
契
約
に
関
す
る
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

◆
地
方
議
会
議
員
の
位
置
付
け
の
明
確
化
を
求
め
る
意
見
書

【
全
会
一
致
】

【
賛
成
者
多
数
】

【
全
会
一
致
】

【
全
会
一
致
】

【
賛
成
者
多
数
】

７
月
臨
時
会
提
出
案
件
の
結
果

７
月
臨
時
会
提
出
案
件
の
結
果

◆
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
及
び
茨
木
市
教
育
委
員
会
の

　

教
育
長
の
給
料
及
び
旅
費
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

◆
平
成
21
年
度
大
阪
府
茨
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

承　
　

認

原
案
可
決

　

平
成
21
年
第
５
回
臨
時
会
を
７
月
31
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
２
件
を
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

　

平
成
21
年
10
月
28
日
に
、
永
年
地
方
自
治
行
政

（
在
職
35
年
）
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
、
総

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。


